
地域経済対策支援事業 片品村小口資金融資運転資金利子補給
大学生・短大生・専門学生支援金給付事業 観光/シティプロモーション活動事業
GIGAスクール構想関連事業 在宅勤務導入支援事業
GIS関連システム整備事業 片品村がんばる事業者応援給付金交付事業
片品村交通支援事業 片品村交通業者支援事業
地域の名産品魅力発信事業 空撮を活用した観光PR事業
広告誌掲載支援事業 観光案内強化事業
観光業Wi-Fi強化支援事業 水道基本料金免除事業（特別会計事業）
移動スーパーによる地域の生活支援事業 医療従事者支援事業
介護事業所支援 介護従事者支援事業
スクールバス臨時増車 スクールバス利用者消毒液設置事業
スクールバス購入事業 学校の臨時休業に伴う学習等への支援事業
小中学校感染症対策環境整備事業 子ども学校用日よけシート設置事業
文化センター用飛沫防止対策用アクリル板購入事業 学校給食関連事業者への応援事業
高齢者携帯端末買替促進事業 非接触型検温・消毒液機購入事業
公共的空間・安心確保事業 小中学校LAN整備事業
学校保健特別対策事業費補助金 がんばる片品村民応援プレミアム付商品券事業
災害避難所用パーティションの購入 役場庁舎感染症防止対策強化事業
高齢者及び児童の感染拡大予防対策 がんばる農業者経営継続支援金交付事業
ウィンタースポーツ支援事業 屋外を利用した公共観光施設における感染症防止対策事業
公共観光施設従事者及び利用者の感染症防止対策事業 学校保健特別対策事業費補助金
学校保健特別対策事業（単独分）

令和２年度地方創生臨時交付金実績まとめ

総 事 業 費：３７６,７８１,６９６円

交付金充当：３１２,６２５,０３３円

交付確定額：３１２,６２５,０３３円

交付金概要：全４３事業実施（高額事業トップ３）
①がんばる片品村民応援プレミアム付商品券事業 ８８,６１４,７７３円
②片品村がんばる事業者応援給付金交付事業 ４９,６２８,４６０円
③観光／シティプロモーション活動事業 4７,０００,０００円

内訳



№ 事業名 背景・目的・事業内容 総事業費 交付金対象額 事業成果（効果検証） 担当課 事業効果

1
地域経済対策支
援事業

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、村外から観光等のお客様が減少し、
地域経済全体が大きな打撃を受けた。落
ち込んだ地域経済の活性化及び村民の
生活支援を目的として、片品村商工会商
品券（1人10,000円分）を村内に住所
を有する全村民（約4,300人）を対象に
配布した。商品券を配布された村民が、
村内の商工会加盟施設で活用していた
だくことによる「村民の生活支援」及び施
設で使用された商品券の換金に伴う「施
設の売上増加」の両輪をねらって実施。

44,034,620 44,034,620

村内人口約4,300人×10,000円の商品券を
配布し、村内商工会加盟店で活用していただくこ
とにより、村内に約4,300万円の経済効果をもた
らした。地域経済全体を考えれば、金額的にはそ
こまで大きいものではなかったのかもしれない
が、仮にこの事業を実施しなければ、経済効果は
0円であったことから、大きい事業成果を上げたと
言えると考えられる。また事業終了後に村民の方
からも「商品券を配布していただきまして非常に
助かりました」という旨のお手紙を直接いただい
たことも、村民の方々の民意を反映した成果だと
考えられる。さらに人口の少ない小さい自治体な
らではかもしれないが「村民の方々へ対するきめ
細やかな対応」を実施した。具体的には、不在の
場合も可能な限り住所を調査し、極力全村民に配
布できるよう事業実施に努め、村内の住所を有す
る村民99％以上の方々に配布できたことも事業
のプロセスとして評価されるべきと考えられる。

総務課
非常に効果が
あった

2
片品村小口資金
融資運転資金利
子補給

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、村内での商工業利用の減少や、村外
からの観光・合宿等のお客様の減少があ
り、関係企業が大幅に打撃を受けた。そ
のため、業者が片品村小口資金融資を利
用することが見込まれるため、存続に直
接かかわる運転資金に関する利子を、令
和２年中に新規借入したものについては
村が利子補給する。

406,053 406,053

セーフティネット等の別の補助制度により当初の
見込みほどの小口資金融資制度利用者がいな
かったが、その中でも小口制度を利用した者に対
して大きな補助となり、コロナ禍で苦労する各事
業者への一助となった。

むらづくり
観光課

効果があった

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した実施事業【効果検証資料】



3
大学生・短大生・
専門学生支援金
給付事業

村を離れて大学等で学ぶ学生が、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の取組みによ
り、仕送りやアルバイト収入の減収、リ
モートでの授業等の実施による経済的負
担が増えるなどの影響をうけた。このこと
から、将来の夢や希望を失うことなく安定
した学生生活が送れるよう、学費その他
生活に必要な資金の一助として、大学生
等１人あたり50,000円を支給した。

5,950,000 5,950,000

１人あたりの支給額は50,000円と大きくはない
が、コロナ禍の学費等支援として大変効果があっ
たと思われる。特に親御さんからは、「学費や教材
費などの足しとして、大変助かりました。」との声も
多くあった。今後、村への優れた人材を確保する
ため、未来を支える学生等の地元定着の足がかり
としていきたい。

総務課
非常に効果が
あった

4
観光/シティプロ
モーション活動事
業

新型コロナウィルス景気対策経済的影響
への対応を支援するため、日本政府では
GoToトラベル等の景気刺激策が実施さ
れてる昨今、支援策終了後の景気の落ち
込みが計り知れない状況であるため、支
援策終了後も活用できる観光シティプロ
モーション事業を展開する　。
　アフターGoToの観点では支援策終了
後の観光需要の維持をはかるため、チ
ケットの販売は年度内に実施し、チケット
有効期間を約1年間とし、観光需要の冷
え込みのカンフル剤として活用するととも
に、換金優遇された村商品券の交換を追
加することにより観光業はもとより村内全
体の経済波及効果が見込めるため。

47,000,000 28,040,684

感染防止の観点からWEBでの申込みを中心とし
チケット有効期間を約1年間と利用期間幅を持た
せたことにより来村者の分散が図れ、一挙集中型
回避がなされた。宿泊施設は、換金優遇された村
商品券の交換を追加することにより観光業はもと
より村内全体の経済波及効果が見込めると評価
出来る。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった

5
GIGAスクール構
想関連事業

学校の臨時休業等の期間中も切れ目な
い学習環境を提供するため、ＧＩＧＡス
クール構想関連事業（村内小中学校内Ｌ
ＡＮ整備・一人一台端末の整備）の支援
施策の対象とならない、また超える部分
について充当した。

5,288,063 5,288,000

学校の臨時休業等の期間中も切れ目ない学習環
境を提供するためのＧＩＧＡスクール構想関連事
業（村内小中学校内ＬＡＮ整備・一人一台端末の
整備）の整備ができ、今後、災害や感染症の発生
等による学校の臨時休業等の緊急時においてもＩ
ＣＴの活用により学びを保障できる環境整備がで
きた。

教育委員
会

効果があった



6
在宅勤務導入支
援事業

新型コロナウィルスが片品村内にて流行
した際に、片品村役場の勤務態勢がテレ
ワーク等になる可能性を踏まえて片品村
役場庁舎内のWEB会議ができる環境を
整えることを目的とした事業である。具体
的にはWEBに接続できる端末をWEB会
議対応（カメラ・マイク付き）のものに変
更した。

9,442,400 9,442,400

現段階では、テレワーク等の勤務態勢は実施して
おらず成果は今後村内で新型コロナウィルス等が
流行した際に活用することで発揮される。テレワー
ク以外の業務で、群馬県や国の説明会・会議な
ど、本来であれば出張を伴う会議等がWEB会議
にて実施された。WEB会議対応のPCに変更した
ことにより滞りなくWEB会議に出席できるように
なった。

総務課 効果があった

7
GIS関連システム
整備事業

GIS（地理情報）システムに観光情報や
コロナウィルス等の対策の情報を施設ご
とに記載したものを地図上に落とし込み
公開することを目的とした事業である。

484,000 484,000

運用が２月に始まり、情報を取りまとめている段
階であるが、情報公開をすることにより、観光客の
増加、また各施設を安心して利用してもらうことが
できるようになる。

総務課 効果があった

8
片品村がんばる
事業者応援給付
金交付事業

  新型コロナウイルス感染症の影響によ
り村外から観光等のお客様が減少し、村
内の観光等事業者、宿泊事業者及び飲
食店事業者が大きな打撃を受けた。その
事業者の事業継続を応援するため、観光
事業者及び飲食店事業者に１事業者あ
たり100,000円、宿泊事業者には客室
数に応じて１事業者あたり200,000円
～300,000円を給付した。

49,628,460 49,628,460

　今回の新型コロナの影響で最も打撃を受けたの
が、宿泊事業者をはじめとする観光事業者であ
る。その損失に対する支援としてかなり効果的な
事業であったと思う。
　給付時期についても、スキーシーズン前の収入
が一番少ない時に給付ができた。
　この事業の一番の効果が「現金」による給付で
ある。村にとって一番のかき入れ時である夏季の
集客がほとんどなかったため、冬季に向けての資
金繰りが大変な事業者がかなりあったと思われ
る。その資金繰りの一助として現金給付は大変成
果があったと思われる。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった



9
片品村交通支援
事業

新型コロナウイルス感染症拡大によって、
旅行者が減少する中で、観光客の回復を
図るため、貸切バスを利用した商品を販
売する旅行会社に対して助成を実施し誘
客を図ることを目的とし、実施。

10,000,000 10,000,000

冬期における緊急事態宣言により、募集型、受注
型ともに催行出来ない状況であったため、助成を
再度開催し、継続的なツアーの構築を図るために
従来から人気の高い春のシーズンの宿泊型ツ
アーを実施し、本来のツアーに肉付けをしたプロ
グラム開発、　または、いままで片品方面にツアー
を取り入れていなかった新規の旅行会社へアプ
ローチが図れ、ツアーを実施することにより継続
的なツアーの構築、新規のツアーの獲得が期待
でき、評価できる点といえる。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった

10
片品村交通業者
支援事業

新型コロナウイルス感染症拡大によって、
旅行者が減少する中で、観光客の回復を
図るため、「新宿バスタ」⇔「道の駅尾瀬
かたしな」間の乗合高速バスを例年通り
運行することに対し、例年、道の駅到着
後、各スキー場が無料シャトルバス運行
を実施していたが、本年はスキー場の経
費節減支援並びに、片品村交通事業者
に対しては週末のシャトルバスを片品村
交通事業者に運行発注をかけ、営業収入
支援を実施することを目的とし実施。

5,134,560 5,134,560

片品中心地からの営業車によるシャトルバス運行
によって乗降時のホスピタリティ向上につながり
集客に一定の成果が得られた。また、緊急事態宣
言が発令されてから高速バス利用者が減少する
中、予定通りシャトルバスの運行を継続したことに
よりスキー場の経費節減支援並びに、片品村交
通事業者に対しての支援の達成がなされたこと
評価できる。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった

11
地域の名産品魅
力発信事業

新型コロナウイルスの感染拡大により、
観光と農業を基幹産業とする当村は、甚
大な影響を受けている。観光業において
は、緊急事態宣言に伴う不要不急の外
出・移動の自粛等により、団体及び個人
顧客の観光・レジャー・合宿需要が激減
している状況である。一方、農業において
は、消費者の外食需要の減少、飲食店の
時短営業等の影響により、農産物の出荷
数量が減少している状況である。
　このような状況を踏まえ、観光業の活性
化及び農家の支援を図る為、本事業を活
用し、村の地域資源（片品産トマト）を活
用した新たな特産品（トマト焼酎）開発に
取り組んだ。

2,000,000 2,000,000

・近年当村において生産・売り上げが伸びている
トマトを使った片品村らしい新たな特産品としてト
マト焼酎を開発をすることができた。
・農業者に対しては、出荷できなかった規格外の
トマトを仕入れることで支援することができた。今
後継続して生産を続けることで農業者に対しての
支援や規格外によって破棄されている野菜等を
有効活用できる例とし、製品開発、そしては農業
及び観光の活性化を図っていきたい。
・今回の事業においては、特産品の開発を事業と
しているため観光への直接的な支援を行えていな
いが、完成した特産品の販売品やＰＲを行う中で
活性化を図っていきたい。

むらづくり
観光課

効果があった



12
空撮を活用した
観光PR事業

　新型コロナウイルスの感染拡大により、
観光を基幹産業とする当村は、緊急事態
宣言に伴う不要不急の外出・移動の自粛
等により、団体及び個人顧客の観光・レ
ジャー・合宿需要が激減している状況で
ある。そのため新型コロナウイルス感染
症が収束後に客足が戻り、更には村内観
光の活性化を目指すため、村内の各観光
地等の紹介動画を作成し、ＳＮＳや動画配
信サイトを活用して集客を図るものであ
る。またその動画作成のために必要な素
材を無人航空機（ドローン）による空撮に
よって確保する。

836,990 836,990

　ドローンを操縦するための訓練、動画作成のた
めの素材集め、素材の編集作業、といった動画配
信を行うための準備を行っている段階で、まだ役
場として動画を配信できていない。しかし動画自
体は片品村観光協会へ依頼し動画を２本アップ
ロードしている。成果として具体的な数値は出て
いないが、動画を見て来村したという観光客と実
際に会ったり、来村したい、という問い合わせも
あったため効果はあったと言える。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった

13
広告誌掲載支援
事業

新型コロナウイルスの感染拡大により、
観光を基幹産業とする当村は、緊急事態
宣言に伴う不要不急の外出・移動の自粛
等により、団体及び個人顧客の観光・レ
ジャー・合宿需要が激減している状況で
ある。そのため広告誌へ飲食・宿泊・レ
ジャー施設の情報を掲載し客足の回復を
図ることで、観光関係事業者への支援を
行う。具体的には県外移動の自粛といっ
た状況等を考慮し、県外への情報発信を
せず、県内を対象とするために群馬県内
の広報誌であるＤｅｌｉ－Ｊ（上毛新聞ＴＲ）
へ掲載を行った。

1,452,000 1,452,000

広報誌Ｄｅｌｉ－Ｊを見た来村した観光客や問い合
わせがあったため掲載した効果があった。
※広報誌の期間が令和３年３月末までのため、途
中経過の確認で掲載した数店舗へ連絡し反響を
確認した。

むらづくり
観光課

効果があった



14
観光案内強化事
業

新型コロナウイルス感染症により、ツアー
型から個人によるマイカー型観光へ需要
が変化することを踏まえ、観光案内看板
を新たに整備し観光案内の強化を図る。
また、観光需要が落ち込んでいるため、
古い看板等は撤去し景観を綺麗にするこ
とで、片品村は綺麗なところというイメー
ジ効果を狙う。

7,982,700 7,982,700

令和３年度の春夏観光需要に間に合うよう盤面
デザインや撤去を行うことができた。新型コロナウ
イルス感染症の感染状況により、観光需要はまだ
まだ左右されるが観光需要は今後増えてくると予
想される。観光案内看を３ヶ所盤面を新しく整備し
たため、道の駅や観光協会への案内依頼の集中
が緩和され、人が多くなることで発生する「密」を
回避できるようになるだろう。

むらづくり
観光課

効果があった

15
観光業Wi-Fi強
化支援事業

新型コロナウィルス感染症拡大によって、
旅行者が減少する中で、環境整備を整
え、旅行者が快適に過ごせる一環として、
フリーWI-FI「無料Wi-Fi」整備に要す
る経費について、その一部を補助し、観光
客ストレスフリー環境整備の取組を支援
する事業。

3,161,182 3,161,182

今回の事業により新たに観光業施設２８件の設
置がなされた。このことにより、利便性の向上が図
れた　スマートフォンやタブレット端末を利用する
観光客等の利便性向上並びに環境整備がなされ
たことによりキャッシュレス環境の加速化にもつな
がりアフターコロナに向け「新しい生活様式」に適
応したエリアになり、誘客効果にもつながったこと
が評価できる点といえる。

むらづくり
観光課

効果があった

16
水道基本料金免
除事業（特別会
計事業）

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、村外から観光等のお客様が減少し、
地域経済全体が大きな打撃を受けた。落
ち込んだ地域経済の活性化及び村民の
生活支援を目的として、片品村簡易水道
に加入している使用中の全水栓（全体平
均1,775件）を対象に使用料金のうち基
本料金分（1ヶ月平均1,042円）を第２
期分から第４期分までの計６ヶ月間にわ
たり免除した。数値については毎期（２ヶ
月毎に異動修正があることと、水栓口径
により基本料金に差があるため平均値を
算出している）

11,592,000 11,592,000

　基礎的生活費の一部である水道料金の一部を
免除することにより、金額的にはそこまで大きいも
のではなかったのかもしれないが、仮にこの事業
を実施しなければ免除額を他の経済用途に支払
う事ができないため、ある程度の事業成果を上げ
たと言えると考えられる。全村民のうち多くが簡易
水道に加入しているため、村民に一定程度額の免
除ができたことも事業のプロセスとして評価され
るべきと考えられる。

農林建設
課

効果があった



17
移動スーパーによ
る地域の生活支
援事業

少子高齢化や跡継ぎ不足により、村内で
も年々一人暮らしの高齢者が増加してい
る。新型コロナウイルスの影響により、外
出自粛をしなければならなくなった村内
の一人暮らし高齢者等の買い物難民支
援を担うスーパー事業者に対し事業継続
支援を目的として、片品村移動スーパー
事業者応援金の給付を行った。応援金の
内容については、燃料費及び人件費など
の必要な経費の一部として２０万円を支
給した。

200,000 200,000

移動スーパーで販売する商品に手数料などは含
まず、店舗と同額で販売しているため利用しやす
く、一人暮らし高齢者や各地域の高齢者の多くが
利用している。
　このように、新型コロナウイルスに感染すると重
症化しやすいと言われる高齢者が、公共交通機関
を利用し、スーパーで買い物をすることを避けられ
た。また、村内には買い物をする場所も少ないた
め、高齢者等が地域を巡回する移動販売を利用
することにより、村内の店舗での密集を避ける効
果もあった。

保健福祉
課

効果があった

18
医療従事者支援
事業

新型コロナウイルス感染症が流行してい
る中で、感染拡大防止のための対策を講
じながら感染の危険と隣り合わせで勤務
する医療従事者に対し、心身の健康を維
持しながら就業が継続できるよう、自身
の健康管理等に必要な経費を支援する
ために慰労金を支給。
（支給内容）
村内の医療機関に令和２年１０月１日か
ら引き続き勤務する医療従事者及び令和
２年４月１日から本村の住民基本台帳に
記載され村外の医療機関に勤務する医
療従事者　５１名に対しそれぞれ５０，００
０円を支給した。

2,550,000 2,550,000

新型コロナウイルス感染症が流行している中で、
感染拡大防止のための対策を講じながら感染の
危険と隣り合わせで勤務する医療従事者に対し、
感謝の気持ちを込めて、心身の健康を維持しなが
ら就業が継続できるよう、自身の健康管理等に必
要な経費を支援したことにより、村内および医療
圏域内の病院等でクラスターの発生が抑えられて
いる要因の一つになったと考えている。

保健福祉
課

効果があった



19
介護従事者支援
事業

新型コロナウイルス感染症が流行してい
る中で、感染拡大防止のための対策を講
じながら勤務する介護従事者に対し、心
身の健康を維持しながら就業が継続でき
るよう、自身の健康管理等に必要な経費
を支援するために慰労金を支給。
（支給内容）
村内の介護事業所に令和２年１０月１日
から引き続き勤務する介護従事者及び令
和２年４月１日から本村の住民基本台帳
に記載され村外の介護事業所に勤務す
る介護従事者
１２７名に対しそれぞれ　３０，０００円を支
給した。

3,810,000 3,810,000

新型コロナウイルス感染症が流行している中で、
感染拡大防止のための対策を講じながら勤務す
る介護従事者に対し、感謝の気持ちを込めて、心
身の健康を維持しながら就業が継続できるよう、
自身の健康管理等に必要な経費を支援するため
に慰労金を支給したことにより、村内および医療
圏域内の介護施設でクラスターの発生が抑えら
れている要因の一つになったと考えている。

保健福祉
課

効果があった

20 介護事業所支援

新型コロナウイルス感染症が流行してい
る中、感染拡大防止のための対策に取
組、事業を継続している介護サービス事
業者に対し、今後の事業継続等を支援す
るため応援金を給付
○ 給付対象；片品村に事業所を有し、民
間が運営する介護サービス事業者で、令
和２年２月１日以降現在まで事業が運営
され、その後においても継続して事業運
営する事業者。
○給付額；施設系サービス　　令和２年９
月１日の入所定員に、２万円を乗じた額。
　居宅系サービス　　令和２年７月の１日
平均利用件数の２分の１に、２万円を乗じ
た額。
※円未満の端数は切捨てとし、同一事業
者に対する交付限度額は、200万円。

2,000,000 2,000,000

新型コロナウイルス感染症が流行している中、感
染拡大防止のための対策に取組、事業を継続し
ている介護サービス事業者に対し、今後の事業継
続等を支援するため応援金２００万円を給付した
ことにより感染対策を徹底し感染を抑えると共に
事業を継続している。

保健福祉
課

効果があった



21
スクールバス臨時
増車

現在、スクールバスを１１台（うち村有バ
ス：29人乗り3台、26人乗り3台、14人
乗り3台　業者バス：２９人乗り2台）１１
路線を運行している。
新型コロナウイルスの影響により、スクー
ルバスにもソーシャルディスタンスを保っ
たバス運行が求められた。
そこで、新型コロナウイルス対策として、
令和２年8月から12月まで臨時に他の
公用車等（役場バス26人乗り2台と業者
バス29人乗り1台）を一時的に借用して
運行することにより、乗車定員の高い路
線の乗車率を下げ、密を回避した。ス内
の密集・密着を防ぐため、乗車率の高い
路線の増車を行った。
②運行事業者への委託費
③村所有バス　朝9,042円×174便、朝
夕26,730円×36便
　業者所有バス朝23,100円×87便、朝
夕42,515円×21便

5,438,103 5,438,103

新型コロナウイルス対策として、令和2年8月から
12月まで臨時にバス3台（役場バス26人乗り2
台と業者バス29人乗り1台）運行させ、乗車定員
の高い路線の乗車率を下げ、密を回避することが
できた。

教育委員
会

非常に効果が
あった

22
スクールバス利用
者消毒液設置事
業

①感染症対策としてスクールバス乗車時
に手指の消毒を行う
②スクールバスに設置する消毒液及び設
置器具等購入経費
③アルコール消毒液9,979円×14缶、
空ボトル385円×20個、ボトルホルダー
4,400円×15個

216,308 213,000
スクールバス乗車時に児童生徒の手指の消毒を
行うことができ、登校時についても感染症対策が
徹底できた。

教育委員
会

非常に効果が
あった



23
スクールバス購入
事業

現在、スクールバスを１１台（うち村有バ
ス：29人乗り3台、26人乗り3台、14人
乗り3台　業者バス：２９人乗り2台）１１
路線を運行している。新型コロナウイルス
の影響により、スクールバスにもソーシャ
ルディスタンスを保ったバス運行が求め
られた。そこで、新型コロナウイルス対策
として、令和２年8月から12月まで臨時
に他の公用車等（役場バス26人乗り2
台と業者バス29人乗り1台）を一時的に
借用して運行することにより、乗車定員の
高い路線の乗車率を下げ、密を回避して
いるが、借用期間が終了したため、1月以
降は14人乗り（1BOX）を購入し増車対
応車両として利用する。この車両の購入
後は保護者の送迎対応も含め7割の乗
車率減を見込んで運行した。

3,498,000 3,498,000

新型コロナウイルス対策として、令和2年8月から
12月まで臨時にバス3台（役場バス26人乗り2
台と業者バス29人乗り1台）運行させ、乗車定員
の高い路線の乗車率を下げ、密を回避することが
できた。その後、借用期間が終了したため、1月以
降は14人乗り（1BOX）を購入し増車対応車両
として利用した。この車両の購入後は保護者の送
迎対応も含め乗車率の軽減ができた。

教育委員
会

非常に効果が
あった

24
学校の臨時休業
に伴う学習等へ
の支援事業

①感染症対策に伴う学習環境の整備
②感染症対策等その他物品の購入費
③電子黒板385,000円×8台、実物投
影機19,569円×5台、加湿器46,200
円×24台、キーボード5,852円×36
台、非接触型体温計11,000円×6台

3,454,517 3,454,517

電子黒板及び実物投影機は、学校の臨時休業等
の期間中も切れ目ない学習環境を提供するため
のＧＩＧＡスクール構想関連事業関連としての整備
ができた。
加湿器・キーボード・非接触型体温計は、登校時
等の検温と手指消毒、教室内の換気及び湿度管
理や飛沫を防止することができた。

教育委員
会

非常に効果が
あった



25
小中学校感染症
対策環境整備事
業

　新型コロナ感染症の影響により、手洗
いの重要性が高まったが小中学校の蛇
口は接触タイプの回旋式だったので、そこ
から感染する可能性もあったのでこれを
交換する必要がありました。また小学校
は網戸の未設置箇所が数多く、教室の換
気時に虫が入ってしまい窓を開けること
に抵抗がありました。中学校の体育館も
網戸がなく体育の授業や放課後の部活
時に不便をしています。

14,641,000 14,641,000

コロナの影響により、手洗いの重要性や室内の換
気をする必要があったが、小中学校の蛇口は接触
タイプの回旋式だったが、これを自動センサー水
栓７５カ所及びレバー式水栓５３カ所に交換をし
て、非接触での手洗いをすることができるようにな
りました。また小学校の校舎には網戸の未設置箇
所が数多く、教室の換気時には蚊やアブなどの虫
が入ってしまい大混乱になっていたが、教室や廊
下に網戸を１３６枚設置をしてこれを解消すること
が出来ました。中学校の体育館も網戸がなく換気
をおこないながらの全校集会や、体育の授業及び
放課後の部活時に窓を開けて換気を行うことがで
きるようになりました。

教育委員
会

非常に効果が
あった

26
子ども学校用日
よけシート設置事
業

小学校の一部にある、子ども学校の指導
員がスクールバスの乗車の補助をしてい
るが、待機する場所が玄関だと遠いしバ
スのすぐ横だと危険なので、新型コロナ
禍での対応が必要になっている。

1,199,000 1,199,000

　新型コロナ対策のため、スクールバスの乗車時
の密集密着を防ぐため、子ども学校の前に日よけ
シートを２枚設置しスクールバスの待機所として利
用する。待機場所が玄関だと遠いこともあるが密
集密着してしまい不適合だったが、日よけシート２
枚の下の空間だとちょうど良いスペースで室内で
はないので、コロナ対策には最適な方法でした。

教育委員
会

効果があった

27
文化センター用飛
沫防止対策用ア
クリル板購入事業

コロナの影響により、行事や会議を実施
する場合は飛沫防止対策が必須であり、
開催頻度の多い文化センター内で行わ
れる行事や会議のために購入した。行事
では成人式で使用し、会議では婦人会等
の会議で使用した。

171,364 171,364

成人式では司会者の前に設置して使用した。サイ
ズが大きく演台の前に設置できるため飛沫防止
を広範囲で行えた。また、司会者の手元のスペー
スを取らず圧迫感も無く使用することができる。会
議においても同様で、司会進行や説明をする方の
前に設置することで飛沫防止対策に繋がった。今
後も使用する機会が多いと思われるため、非常に
効果があと言える。

教育委員
会

非常に効果が
あった



28
学校給食関連事
業者への応援事
業

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、臨時休校が長期化し給食の納入業者
に大きな打撃を与え、廃業を検討せざる
を得ない業者も現れた。学校給食の制度
を維持していくためには給食納入業者の
協力が欠かせない。業者が事業継続でき
るよう休校中にキャンセルした食材の費
用を補償した。

40,281 40,281
少子化で事業が縮小する中、さらに臨時休校で
打撃を受けた給食納入業者がなんとか事業を継
続し学校給食の制度が維持できた。

給食セン
ター

非常に効果が
あった

29
高齢者携帯端末
買替促進事業

村内に住所を有する高齢者の、携帯電話
（いわゆるガラケー）からスマートフォン
への携帯端末買替等を促進し、マイナン
バーカード等を利用したキャッシュレス
（非接触決済）の推進、感染症リスクの回
避の一助とするため、スマートフォンの購
入費用に対し、補助金を交付。
○受給対象（次の各号のいずれにも該当
する者）
（1） 村内に居住し、本村の住民基本台
帳に記録されている満６５歳以上の者
（2） 世帯に属する全ての者が村税等を
滞納していない者
（3） 過去にスマートフォンを購入してい
ない者
（4） 補助金の交付を受けることができる
台数は高齢者１人につきスマートフォンを
新規に
　　　購入した場合の１台とし、その申請回
数は１回
○補助金額；スマートフォン購入に要した
額のうち、５，０００円を限度に補助

105,000 105,000

村内に住所を有する高齢者の、携帯電話（いわゆ
るガラケー）からスマートフォンへの携帯端末買替
等を促進し、マイナンバーカード等を利用した
キャッシュレス（非接触決済）の推進、感染症リス
クの回避の一助とするため、スマートフォンの購入
費用に対し、２１名に補助金を交付した。

保健福祉
課

効果があった



30
非接触型検温・
消毒液機購入事
業

新型コロナウイルスが流行する中、不特
定多数の人が来る施設では有人での検
温を実施。消毒に関してもボトル式接触
型の消毒器を利用。これらにより感染リス
クや人件費が大幅に増加。全自動型非接
触型検温機（消毒液自動散布機能付）を
村内で4台導入することで、来訪者数の
多い施設での感染リスクを減らすことを
目的として本事業を実施。

1,119,800 1,119,800

全自動型非接触型検温機を導入することにより、
人とひととが接触する機会を大幅に減らすことが
できた。また、施設の入り口で検温を実施すること
により来訪者へ感染症対策への意識付けを行う
ことができた。今後多くの人が参加するイベントな
ども予定されているので、積極的に活用をしてい
きたい。

総務課 効果があった

31
公共的空間・安
心確保事業

公的空間での感染機会の軽減（感染防
止対策）を目的とし、議場含む役場庁舎
内執務室机及び窓口机に設置するため
に自立式アクリルボードを100枚を購入
する事業です。

1,298,000 1,298,000

職員の使用する机の間や、議場にある議員席に１
枚づつ自立式のアクリルボードを設置することに
より、飛沫等を防止するなど、新型コロナウイルス
感染防止に効果がありました。

総務課
非常に効果が
あった

32
小中学校LAN整
備事業

学校の臨時休業等の期間中も切れ目な
い学習環境を提供するため、ＧＩＧＡス
クール構想関連事業（村内小中学校内Ｌ
ＡＮ整備・一人一台端末の整備）の支援
施策の対象とならない、また超える部分
について充当した。

8,120,000 8,120,000

学校の臨時休業等の期間中も切れ目ない学習環
境を提供するためのＧＩＧＡスクール構想関連事
業（村内小中学校内ＬＡＮ整備・一人一台端末の
整備）の整備ができ、今後、災害や感染症の発生
等による学校の臨時休業等の緊急時においてもＩ
ＣＴの活用により学びを保障できる環境整備がで
きた。

教育委員
会

非常に効果が
あった



33
学校保健特別対
策事業費補助金

①登校時等の検温と手指消毒、教室内の
換気及び湿度管理を行う
②非接触検温消毒機・サーキュレーター・
加湿空気清浄機の購入費
③・非接触検温消毒機　302,500円×
3台＝907,500円・サーキュレーター
5,324円×24台＝127,776円・加湿
空気清浄機　46,200円×24台＝
1,108,800円
うち国庫補助事業分
④片品村立小・中学校
　（　補助率１／２　　国庫補助上限額　１０
０万円　１校あたり５０万円）

2,000,000 1,000,000
登校時等の検温と手指消毒、教室内の換気及び
湿度管理を行うことができ、感染症予防対策の徹
底が可能となり、学校休業のリスクが抑えられた。

教育委員
会

非常に効果が
あった

34
がんばる片品村
民応援プレミアム
付商品券事業

新型コロナウイルスの影響により落ち込
んでいる村内経済の活性化と村内消費
喚起のため、100%のプレミアム付き商
品券を発行した。商品券１冊（10枚：
10,000円分）を5,000円で販売、村民
1人あたり２冊まで購入可能。商品券を
購入した村民が、村内の加盟店で活用し
ていただくことによる「村民の生活支援」
及び村内事業者の商品券の換金に伴う
「地域経済の活性化」の両輪をねらって
実施。

88,614,773 45,089,773

　発行総数の8,620冊から増刷し、第1次・第2
次販売合わせて約8,700冊を販売した。「村民
の生活支援」の観点から、冬季に向けた食材や燃
料等の購入に充てることができたため、大変効果
があった。村民からも「家計の助けになるので、大
変ありがたかった。」などの声が多かった。
　また、「地域経済の活性化」の観点からも、
87,266千円の換金（換金率:99.6%）があった
ことを考えると村内の経済効果は絶大であったと
思われる。取扱店も約100店舗の参加をいただ
き、村内の幅広い業種に対応することができた。

総務課
非常に効果が
あった

35
災害避難所用
パーティションの
購入

近年、豪雨や地震などの自然災害等が
全国各地で多発している。もし自然災害
が発生し避難所への避難が必要となった
場合には、新型コロナウイルス感染症へ
の対応を含めた避難所の衛生環境をつく
る必要が生じている。その備えとして、段
ボール製のパーティションを20ユニット
購入した。

242,000 242,000

避難所等開設時にプライベート空間を確保するこ
とにより、衛生環境を確保でき、感染症対策に対
して効果が期待されている。収納時にはコンパク
トに折りたたむことができ、有事には迅速に対応
することも可能である。

総務課 効果があった



36
役場庁舎感染症
防止対策強化事
業

　役場庁舎及び関係機関の感染症対策
を強化するため、感染防止対策用の消耗
品等を購入した。
　（主な購入物品）消毒用手袋、ペーパー
タオル・ゴミ箱、除菌用ｱﾙｺｰﾙﾀｵﾙ、手指消
毒液、庁舎ｶｳﾝﾀｰ飛沫対策ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ作成
用資材

542,110 542,110

　新型コロナ流行前には、上記の物品はほとんど
準備がなかったため、新規で揃えることができた。
５月以降、コロナ対策に係るさまざまな手続きの
ために来庁者が増えたことから、手指消毒液など
の購入は感染防止対策として大変効果があった。
　特徴的なものとしては、庁舎ｶｳﾝﾀｰ飛沫対策ﾊﾟｰ
ﾃｨｼｮﾝ作成用資材の購入である。ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを作成
するために資材のみを購入し、職員が自前で作成
した。コロナ対策に係る費用が増えるなかで、経
費の削減につとめることができた。

総務課 効果があった

37
高齢者及び児童
の感染拡大予防
対策

　小中学生及び高齢者の感染防止対策と
して、小中学生及び75歳以上の高齢者
に携帯用消毒液スプレーボトルを配布し
た。
　・携帯用消毒液スプレーボトル　1500
個

577,500 577,500

小中学生及び高齢者が外出の際に常に携帯でき
るものなので、感染防止対策として効果があった
といえる。特に高齢者については１人暮らしの方も
多く、消毒液を持っていないご家庭もあると推測
される。高齢者向けには職員が１つ１つに消毒液
をボトルに入れて配布した。

総務課 効果があった

38
がんばる農業者
経営継続支援金
交付事業

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、村外から観光等のお客様が減少し、
地域経済全体が大きな打撃を受けた。落
ち込んだ地域経済の活性化及び村民の
生活支援を目的として、村内在住の農業
者に対して今後の農業経営継続等を支
援するため支援金（１事業者50,000
円）の交付を実施。

4,907,056 4,907,056

村内の農業者に農業経営等を支援するために支
援金の交付したことにより、金額的にはそこまで
大きな支援にはならなかったかもしれないが、こ
の事業を実施したことで農業者に対してこれから
始まる農作業にかかる経費を金銭面で支援する
ことができ、ある程度の事業成果を上げたと言え
ると考えられる。

農林建設
課

効果があった



39
ウィンタースポー
ツ支援事業

新型コロナウイルス感染症拡大によって、
旅行者が減少する中で、観光客の回復を
図るため、誘客宣伝を実施しているス
キー場事業者に対し費用補助を実施し冬
期における片品村の主要産業の誘客及
び集客支援することを目的に実施。

24,571,320 24,571,320

片品村冬期主要産業であるスキー場の来場者増
員並びに経営支援になるべく、スキー場リフト券を
購入し、感染防止の観点からWEB展開のイベント
を実施しノベルティとしてリフト券を提供すること
により来場者の増員が図れ、スキー場来場者は旅
行費用で本来リフト券購入費用が宿泊を促すこと
ができ、観光事業者全体の経済波及効果につな
がったことが評価の点といえる。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった

40

屋外を利用した
公共観光施設に
おける感染症防
止対策事業

道の駅尾瀬かたしなや花咲の湯などの
観光施設では休憩や飲食をするスペース
は屋内のみで小まめな換気等を行ってい
ても二酸化炭素濃度の上昇などが懸念
されていた。

1,787,720 1,787,720

屋外にも休憩や飲食できるスペースを設けること
により二酸化炭素濃度を気にすることなく、利用
者が開放的で快適に過ごすことが出来るように
なった。
また座席の間隔を空けつつ座席の絶対数を確保
することによりお客様を待たせることなく利用して
いただくことが出来た。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった

41

公共観光施設従
事者及び利用者
の感染症防止対
策事業

道の駅尾瀬かたしなや花咲の湯などの
観光施設ではフロントでの受付や、休憩
や飲食をする利用者のために座席間隔を
空けるなどの対応をしていたが新型コロ
ナウイルスの感染拡大防止のためには不
十分な面があった。

465,140 465,140

フロントや各テーブルにアクリルパーティションを
設置することにより飛沫感染防止に大いに役立っ
ている。
また大型のパネルを使って場所を区画することに
よりそれぞれの利用者が安心して利用することが
出来るようになった。

むらづくり
観光課

非常に効果が
あった



42
学校保健特別対
策事業費補助金

学校再開に伴う感染症対策・学習保障等
に係る支援事業
利根商業高等学校運営費設置者負担金

675,600 6,700
利根商業高等学校における新型コロナウイルス
感染症対策に寄与した。

教育委員
会

効果があった

43
学校保健特別対
策事業（単独分）

学校再開に伴う感染症対策・学習保障等
に係る支援事業の地方単独事業分。
登校時等の検温と手指消毒、教室内の換
気及び湿度管理を行うため、非接触検温
消毒機・サーキュレーター・加湿空気清浄
機の購入した。

144,076 144,000
登校時等の検温と手指消毒、教室内の換気及び
湿度管理を行うことができ、感染症予防対策の徹
底が可能となり、学校休業のリスクが抑えられた。

教育委員
会

効果があった

376,781,696 312,625,033


